




 

 本疾患は進行性の筋萎縮をきたし、この間心不全ないしは感染症をおこして

くる。そこで易感染性に関して、DNCB 反応、PPD 反応及び PHA 反応について検

討を行なったところ、その機能が低下している成績を発表してきた。今回はさ

らに、TB cel1 Subpopu1ation 免疫グロブリン及び単核球の遊走性に関して検

討を試みたので報告する。 


